
一 
 

次
の
（１
）
～
（４
）
の
文
章
の 

 
 

 
 

線
部
の
敬
語
の
種
類
を
、
ア 

丁
寧
語
、 

イ 

尊
敬
語
、
ウ 
謙
譲
語
か
ら
選
ん
で
、
記
号
で
答
え
ま
し
ょ
う
。 

（１
） 

最
近
は
、
ど
の
よ
う
な
曲
を
お
聴
き
に
な
り
ま
す
か
。 

（２
） 

先
生
が
、
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
。  

 

（３
） 

粗
品
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

（４
） 

貴
社
か
ら
連
絡
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 二 
 

次
の
（１
）
～
（６
）
の
文
の
敬
語
の
使
い
方
が
正
し
け
れ
ば
○
、
間
違
って
い
れ
ば
、 

そ
の
部
分
に 

 
 

 
 

線
を
引
き
、
正
し
く
書
き
直
し
ま
し
ょ
う
。  

 
 

 

（１
） 

父
は
、
い
ら
っし
ゃ
い
ま
せ
ん
。 

（２
） 

先
生
が
、
私
の
絵
を
拝
見
し
ま
し
た
。  

（３
）  

 
 

 

（４
） 

好
き
な
方
に
お
譲
り
し
ま
す
。 

（５
）  

（６
） 

こ
の
茶
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。  

 

 
組 

 

番 

 

中
学
校
二
年
生 

＊
単
元
確
認
テ
ス
ト
＊ 

二
学
期 

① 

 

氏 

名 

 

   

敬
語 

／ 

  

ア ウ イ イ 

お
茶 

お
た
ず
ね 

○ 

申
し
て 

ご
覧
に
な
り 

お
り 

10 

【各
一
点
】 

【各
一
点
】 

母
が
、
そ
ち
ら
へ
伺
う
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

お
り
ま
す
。 

ご
不
明
な
点
は
、
お
聞
き
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
。 



一 

次
の
（
１
）
～
（
５
）
の
文
に
合
う
漢
字
を
（  

 

）
か
ら
選
び
、
○
で
囲
み
ま
し
ょ
う
。 

 
 

【 

（１
） 

私
は
、
ノ
ー
ト
に
問
題
を 

（ 

映
す 

 

・ 

移
す 

・ 

写
す 

）
。 

（２
） 

学
問
を 

（ 

収
め
る 

・ 
修
め
る 

・ 

治
め
る 

・ 

納
め
る 

）
。  

 

（３
） 

洋
服
を
作
る
た
め
に
、
生
地
を 
（ 
絶
つ 

・ 

裁
つ 

・ 

断
つ 

）
。 

（４
） 

友
達
の
意
見
に 

（ 

意
義 

・ 

異
議 

・ 
異
義 

） 

を
唱
え
る
。 

（５
） 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を 

（ 

諮
る 

・ 

図
る 

・ 
量
る 

） 

こ
と
が
大
切
だ
。 

 二 

次
の
（１
）
～
（５
）
の
文
の 

 
 

 
 

 

線
部
の
漢
字
を
書
き
ま
し
ょ
う
。  

 
 

 
 

 
 

 

（１
） 

い
た
ん
だ
野
菜
を
捨
て
る
。 

（２
） 

こ
の
問
題
は
や
さ
し
い
。  

 

（３
） 

体
育
館
を
地
域
の
方
へ
か
い
ほ
う
す
る
。 

（４
） 

二
人
の
性
格
は
た
い
し
ょ
う
的
だ
。 

（５
） 

優
れ
た
選
手
を
は
い
し
ゅ
つ
し
て
き
た
。 

 
組 

 

番 

 

中
学
校
二
年
生 

＊
単
元
確
認
テ
ス
ト
＊ 

二
学
期 

② 

 

氏 

名 

 

   

同
じ
訓
・
同
じ
音
を
も
つ
漢
字 ／ 

  

輩
出 

対
照 

開
放 

易 傷 
10 

【各
一
点
】 

【各
一
点
】 



一 

次
の
（
１
）～
（７
）の 

 
 

 
 

 

線
部
の
動
詞
の
活
用
の
種
類
と
活
用
形
を
答
え 

ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
カ
行
変
格
活
用
と
サ
行
変
格
活
用
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
カ
変
」
、

「サ
変
」と
書
き
ま
し
ょ
う
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【完
答 

各
一
点
】 

 

（１
） 

祖
父
は
静
か
に
本
を
読
む
。  

（２
） 

六
時
に
起
き
れ
ば
間
に
合
う
。  

 

（３
） 

父
は
「
精
一
杯
勉
強
し
ろ
」と
言
う
。 

（４
） 

遠
足
で
郷
土
料
理
を
食
べ
た
。 

（５
） 

家
に
来
る
と
き
は
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。 

（６
） 

け
が
が
治
り
走
れ
る
よ
う
に
な
った
。 

（７
） 

時
間
ど
お
り
に
部
活
動
を
始
め
る
。 

 

二 

次
の
（
１
）～
（３
）の
文
で
、
音
便
が
使
わ
れ
て
い
る
動
詞
に 

 
 

 
 

 

線
を
引
き 

ま
し
ょ
う
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【各
一
点
】  

 
 

 
 

 
 

 

（１
） 

先
輩
か
ら
学
校
の
伝
統
を
聞
い
て
感
動
し
た
。 

（２
） 

願
い
が
か
な
い
、
決
勝
戦
で
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
っ
た
。 

（３
） 

飛
行
機
が
飛
ん
で
い
く
方
向
を
い
つ
ま
で
も
見
て
い
る
。 

 
組 

 

番 

  

中
学
校
二
年
生 

＊
単
元
確
認
テ
ス
ト
＊ 

二
学
期 

③ 

 

氏 

名 

  

             

用
言
の
活
用
① 

／ 

  

下
一
段
活
用 

下
一
段
活
用 

カ
変 

下
一
段
活
用 

サ
変 

上
一
段
活
用 

五
段
活
用 

活
用
の
種
類 

終
止
形 

連
体
形 

連
体
形 

連
用
形 

命
令
形 

仮
定
形 

終
止
形 

活
用
形 

10 



一 

次
の
（１
）
～
（５
）
の
文
で
、
形
容
詞
に 

 
 

 
 

 

線
を
引
き
、
そ
の
活
用
形
を 

横
に
書
き
ま
し
ょ
う
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【
完
答 

各
一
点
】    

   
 

 

（１
） 

み
ん
な
で
行
う
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
は
さ
ぞ
楽
し
か
ろ

未
然
形

う
。 

（２
） 

暑

く

連
用
形

な
っ
て
き
た
の
で
、
水
分
を
多
め
に
と
る
よ
う
に
心
が
け
る
。 

（３
） 

今
日
の
夕
方
、
涼
し
け
れ
ば

仮
定
形

祖
父
と
畑
の
野
菜
を
収
穫
し
よ
う
。 

（４
） 

本
の
世
界
は
無
限
な
の
で
、
読
書
に
飽
き
る
こ
と
は
な

い

終
止
形

。 

（５
） 

親
し
い

連
体
形

間
柄
だ
か
ら
こ
そ
、
相
手
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
た
い
。 

 

二 

次
の
（１
）
～
（５
）
の
文
で
、
形
容
動
詞
に 

 
 

 
 

 

線
を
引
き
、
そ
の
活
用
形 

 

を
横
に
書
き
ま
し
ょ
う
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
完
答 

各
一
点
】 

 

（１
） 

グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
、
子
供
た
ち
の
に
ぎ
や
か

連
体
形

な
声
が
聞
こ
え
る
。 

（２
） 

次
の
試
合
に
勝
つ
に
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が

必
要

終
止
形

だ
。 

 
 

（３
） 

駅
ま
で
の
道
を
尋
ね
た
ら
、
男
性
は
親
切
に

連
用
形

案
内
し
て
く
れ
た
。 

（４
） 

こ
の
場
所
が
も
う
少
し
静
か
な
ら

仮
定
形

、
読
書
に
集
中
で
き
る
の
に
。 

（５
） 

山
頂
か
ら
見
る
日
の
出
の
光
景
は
き
っ
と
き
れ
い
だ
ろ

未
然
形

う
。 

 
組 

 

番 

 

中
学
校
二
年
生 

＊
単
元
確
認
テ
ス
ト
＊ 

二
学
期 

④ 

 

氏 

名 

 

   

用
言
の
活
用
② 

／ 
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